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はじめに 

我々はシンチレータを用いた間接変換型に比べて高エネルギー分解能で検出できる高い半導体

を用いた直接変換型の放射線検出に着目し、半導体検出器の開発を行っている。放射線相互作用

に優れること、高抵抗を有して室温で動作するという観点から、高原子番号、高密度、広い禁止

帯幅を持つ種々材料を検討した結果、硫ヨウ化タリウム（Tl6SI4）を見出して開発を進めてきた。 

Tl6SI4は高原子番号である Tl（81）を含み、高い密度を有すため Si や Ge、CdTe に比べて放射

線との相互作用の確率が高く、TlBrの吸収係数に匹敵する[1]。また、その禁止帯幅は 2.1eVと広

く、高抵抗であるため暗電流が少なく、優れた室温動作性を有すると考えられる。本研究では単

結晶を育成、加工して検出器を作製し、放射線検出器としての評価を行った。 

実験方法 

TlI（99.99%）と Tl2S（99.99%）を石英管中に Ar 雰囲気にて封入し、加熱溶融して Tl6SI4を合

成した。合成した Tl6SI4 を帯域精製法により純化処理を行った。精製後の高純度部分を用いて縦

型ブリッジマン法にて Tl6SI4単結晶を得た。図１に得られた単結晶の外観を示す。育成した Tl6SI4

単結晶を 5×5×1mm
3に切り出し、両面研磨した後に電極形成し、図２に示す Tl6SI4検出器を得た。

図３は Tl6SI4検出器に
241

Am 線源及び 57
Co 線源からのガンマ線を照射した際の波高分布である。

結晶育成及び検出器諸特性の詳細は講演にて報告する。 
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Test pulse 

図 1 Tl6SI4単結晶 

図 2 Tl6SI4検出器外観 

図 3ガンマ線エネルギースペクトル 
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